筆記課題解答及び解説

訓練課題（筆記解答及び解説）

「内外装施工に関する知識」

解答

筆記課題　「内外装施工に関する知識」
	1
	2
	3
	4
	5

	×
	×
	○
	×
	○

	6
	7
	8
	9
	10

	×
	×
	○
	×
	×

	11
	12
	13
	14
	15

	○
	○
	×
	×
	×

	16
	17
	18
	19
	20

	×
	○
	○
	×
	○

	21
	22
	23
	24
	25

	×
	○
	×
	○
	○

	26
	27
	28
	29
	30

	○
	○
	×
	×
	×

	31
	32
	33
	34
	35

	×
	×
	○
	×
	×

	36
	37
	38
	39
	40

	○
	○
	×
	×
	×

	41
	42
	43
	44
	45

	○
	×
	○
	×
	○

	46
	47
	48
	49
	50

	○
	○
	×
	○
	○


解説
筆記課題　「内外装施工に関する知識」
	問1
	（×）和風建具は大部分が打込ほぞであり、洋風建具は大部分が打抜ほぞである。

	問2
	（×）先付け工法は、位置のずれなど生じやすい。したがって後付け工法のほうが容易であり、一般的である。

	問3
	（○）裏表の温度差あるいは湿度差により高温側あるいは高湿側がふくれる。

	問4
	（×）アルミニウムと鉄が接触すると、異種金属間の接触腐食を生じる。接触腐食を生じるおそれのないステンレスくぎを用いる。

	問5
	（○）高さが4m以上になると、自重によるたわみによって、ガラスの透視機能や映像機能が阻害される。

	問6
	（×）
（イ）フロアヒンジのカバープレートは、床仕上げと関係する。床仕上げは、石工事とは限らない。

（ロ）とっての取り付け位置は、強化処理をする前に定めておかなければならない。したがって、ガラスメーカーに依頼する。

	問7
	（×）室内に雨が吹き込んだり、急激な乾燥を防ぐため、左官工事前に行う。

	問8
	（○）そのとおりである。

	問9
	（×）小口、二丁掛、三丁掛などは、タイルの形状と寸法を示すものである。

	問10
	（×）壁などでは、厚く塗ると硬化前に落ちる恐れがあり、またきれつの原因ともなる。通常3回に分け、1回の塗厚は5～10mm程度である。

	問11
	（○）そのとおりである。パテが軟らかくなるためである。

	問12
	（○）JISではポリサルファイド系は、2液型のもの、シリコン系は1液型のものについて定めている。

	問13
	（×）鉄骨にねばりがあるので、S.R.C造のほうがねばり強い。

	問14
	（×）窓の下わくに付けるみぞで、雨水が下わくを越して内部に侵入しないようにする部分をいう。

	問15
	（×）この記号は、鋼製建具、引違いガラス戸を表す。問題に示されている記号は、下図である。
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	問16
	（×）ミリメートルを使用する。

	問17
	（○）そのとおりである。

	問18
	（○）建築基準法施行令第108条による。

	問19
	（×）居住性ということを感触、弾力、色彩、防滑、防音、断熱等と解すれば、無機質系の床材は、石、金属、焼物等、硬く、冷たく、滑りやすいものが多いので、有機質系の木材、たたみ、じゅうたん、ゴムなどの床材が多く使用されている。

	問20
	（○）磁器質タイルは、高温で焼いた硬いタイルで吸水性も低く、外装、内装、床等に広く使用される。

	問21
	（×）アスファルト工法は、アスファルトを溶融して使う熱工法を主として用いる。シート防水は、主として接着剤による冷工法を用いる。

	問22
	（○）モルタル塗下地の乾燥期間は、躯体の構造、乾燥度、環境等によって違いはあるが、一般に夏期における地上階支持床では、2～3週間とされている。

	問23
	（×）木造住宅の施工順序は一般に、基礎→木工事→屋根→建具→左官→塗装が普通である。

	問24
	（○）コンクリート床の表面をそのまま仕上げる場合は、リタンピングを施した後、木ごてで1回、金ごてで3回、必要な間隔をおいて仕上げなければならない。その上に床材を張る場合は、木ごて1回、金ごて2回でよい。

	問25
	（○）木構造の土台回り、床組などの水平面上の変形を防ぐ目的で、そのすみ部には、火打材を用いる。はりの部分にあるものを火打ばり、土台の部分にあたるものを火打土台という。

	問26
	（○）下地が乾燥していない場合、湿気だけでも事故の原因になるが、それがアルカリ性の場合には、酢酸ビニル樹脂系接着剤が変化を起こし、またラテックス系は、再乳化を促進し、いずれも事故の原因となる。

	問27
	（○）壁式鉄筋コンクリート造は、壁に加わる種々の力に抵抗するため、それぞれの目的に応じた配筋がなされている耐力壁によって構成される。

	問28
	（×）補強コンクリートブロック構造は、C種ブロック造で最高11m以下、その上にパラペットの高さ1.2m以下、すなわち、3階建まで建てることができる。（構造基準）

	問29
	（×）鉄骨そのままでは約500℃ぐらいで軟らかくなるが、鉄筋コンクリート造は、鉄筋を不燃性のモルタルで覆ってあるので耐火性に優れている。

	問30
	（×）木造の真壁構造は柱の面内に壁を設ける形式で、壁に直角にぬき（貫）を通して柱と柱を連結し壁を受けるもので、柱の面が外から見える。柱の両面を被覆材で包んで壁体を造るのは、大壁構造である。

	問31
	（×）これは引き違い窓を示す表示記号である。引き違い戸は、下図に示すとおりである。

引き違い戸



	問32
	（×）これは板ガラスを示す表示記号であり、畳は下図である。
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	問33
	（○）防火構造は、根太および下地を不燃材料以外の材料で造った床にあっては、鉄鋼モルタル塗で、塗厚が2cm以上のものとされている。また、根太および下地を不燃材料で造った床にあっては、1.5cm以上のものとされている。


	問34
	（×）現在のところ制限はないが、今後一部改正により規制されるといわれるものがあるので、注視されたい。

	問35
	（×）一回塗のモルタルの塗り厚は20～30mmで、金ごて押えやこてみがきをすると、表面に近い程セメントペーストがあがってくる。また、金ごて押えや、こてみがきの圧力は中心部まで伝えにくいので、中心部よりも表面に近いほうがち密になりやすい。

	問36
	（○）そのとおりである。ゴム系感圧形粘着テープは、わずかな指圧によっても容易に被着体に粘着する。アスベスト、積層床シート、フォームバックカーペット、などを短期間の使用目的とする展示場、または歩行量の少ない床に張る場合に用いる。

	問37
	（○）そのとおりである。接着剤は、主剤、充てん剤、溶剤などそれぞれの主成分が多種で、その性質や長所、欠点も多様であるから、使用目的に最も合致した接着剤を選定すべきである。

	問38
	（×）大理石は、御影石に比べ雨水に対する耐久性が劣っている。御影石（花崗岩）は、火成岩で地かく中のマグマが冷えて固まり結晶の集まりとなってできた岩石で、一般に石質はち密、堅硬で耐久性はよい。大理石は、石灰岩が熱変成作用を受けて生じた変成岩で、吸水性は少ないが酸に弱く、風化しやすく、耐火性能も乏しい。一般に外装用としては不適とされている。

	問39
	（×）木毛セメント板は、表面が粗く、じかに張る場合は目つぶしをしないとプライマーや接着剤の塗布量が多量に必要で、不適である。

	問40
	（×）JASの普通合板は、1類が完全耐水性を有し、2類は高度の耐水性能を有する。3類は耐水性があるとはいえない。

	問41
	（○）そのとおりである。ALCパネルは、石灰、セメント、珪砂、珪石、高炉スラブ、フライアッシュなどを調合し、水とアルミニウム粉末を加え、発泡させてオートクレーブ養生した軽量気泡コンクリート製品で、多孔質で、吸水性が高い。モルタルは、セメント、砂を調合水と混練りしたもので、ALCに比べれば密で吸水性も少ない。

	問42
	（×）正しい施工順序は、次のとおりである。


束石→束→大引→根がらみ→根太→床板

	問43
	そのとおりである。建築基準法施行令第26条に定めている。

	問44
	（×）5℃以下の室内では施工できないので不適である。エマルション形接着剤は0℃以下の場所で保管すると水が凍り、分離作用をおこし使用できなくなる。また、下地から水分や結露などにより、目地から水分が床仕上げ材の下に入り、接着剤が再乳化され剥離のもととなる。

	問45
	（○）そのとおりである。

接着塗布　　　作業（接着可能時間）

　　○←　　　　　　→○←　　　　　　　→○←　　　

　オープンタイム　（適度な粘度を保っている時間）　　オーバータイム

	問46
	（○）そのとおりである。

	問47
	（○）そのとおりである。


	問48
	（×）建築基準法施行令によれば、住宅の階段および踊場の幅は、75cm以上と定めている。

	問49
	（○）そのとおりである。

	問50
	（○）屋根こう配が5/10を超える場合、作業安全のために屋根足場を設けたほうがよい。
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